
Seeding for the future 
of Shiga

肥後華織、石神愛海（滋賀県立大学）

馬場亮輔、亀石弥都（立命館大学）

堀江明（龍谷大学大学院）



核家族化により、子どもと
高齢者の関わりが少ない

ＡＩの進化による
雇用環境の変化

格差の拡大と
貧困の連鎖

様々な主体と連携し、効果的・効率的な教育を施す必要がある

未利用教室など、学校の有効活用

空き教室を高齢者サロンと
して開放し、子どもと高齢
者の触れ合いの場を提供

夏休みの教室を活用して
プログラミング教室・
語学教室を開催

放課後の教室を民間事業者や
ＮＰＯ法人に無償提供し、
学習塾・子ども食堂を開く

背景

課題

手段

具体的
手法

多様な価値観を
理解する力の醸成

社会の変化に対応
できる人材の育成

貧困世帯でも通いやすい塾、
食事の場の提供

効果

概要

すべての人に効果的な教育を施し、主体的に行動できる人を育成する目標
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背景

〇 核家族化の進行

〇 ＡＩ技術の進歩

〇 子どもの貧困と格差の問題



目標

すべての人に効果的な教育を施し、

主体的に行動できる人を育成する



課題

様々な主体と連携し、効果的・

効率的な教育を施す必要がある
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事業名「みらいのたね 」

場所：滋賀県内の小学校

パートナー：民間塾・ＮＰＯ・地域の高齢者

事業内容：様々な主体の経験や

ノウハウを活かし、子どもを教育



事業名「みらいのたね 」
事業モデル：

スケジュール：

学校 子ども
地域の
高齢者

ＮＰＯ

事業者

無償で
場所を提供

交流

企画

塾や講座

料金

３校で実施 全市町で実施 全校で実施

～2020 ～2022 ～2027
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成果
こども

・多様な価値観の理解
・ 社 会 の 変 化 に 対 応
できる人材

高齢者
・生きがい

高度人材増加
知名度向上

家庭
・貧困世帯でも
通いやすい塾

・食事の場の提供

顧客・パートナー

滋賀県 社会



連鎖や効果
先進的な取り組みを行い、滋賀モデルを全国の自治体に波及させる。

※ 具体的成果・認知度向上の場が必要

滋賀県の様々な社会人と触れ合うことにより、生徒が滋賀県に愛着を

持つ。

⇒Ｕターンの促進

県外に出た人が滋賀県の教育システムの認知度を向上させ、教育熱心な
親子が滋賀に移住する。

⇒転入者の増加

滋賀県：経済活性化

⇒税収の増加により、様々な分野への再投資が可能に

産業：後継者不足の解消、技術・文化・思想の継承

※起業家育成の視点も必要



課題

学校内で起きたトラブルの責任の所在

校内利用にあたっての法的・人的制約への対応

成果指標の設定

サービス利用者の制限、線引き

不登校の子どもへのフォロー



みらい
の
たね


